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はじめに
鎌倉時代の僧、道元は、宋より曹洞宗の禅を日本に

伝え、越前国の深山に永平寺を開きました。永平寺と
ゆかりの寺院には、国宝「普

ふ
勧
かん

坐
ざ

禅
ぜん

儀
ぎ

」をはじめ、道
元の教えを記した禅籍類や、高僧の面影を伝える絵画
などがいまも受け継がれています。近年では、令和元
年（2019）に永平寺の建造物19棟が国の重要文化財の
指定を受けたことも記憶に新しいところです。

この特別展は、主として曹洞宗大本山永平寺が所蔵
する文化財を通じて、越前の禅の歴史・文化と観覧者
との「出会い」の場となることを期待し、企画したも
のです。

展示では、まず、道元とゆかりの高僧のすがたに親
しみ、次にその教えの一端に触れ、最後に、永平寺の
仏像に関する新たな視点に接していただきます。永平
寺において日頃は公開されていない品を含む多様な文
化財に加え、高精細映像や最新技術によるＣＧ画像な
どを通して、越前に根を下ろした禅の文化について興
味を持っていただければ幸いです。

⒈ おすがたに出会う～肖像～
曹洞宗大本山永平寺は、鎌倉時代、寛元2年（1244）

に道元により開山されました（開山当初の名称は「大
仏寺」。寛元 4年に「永平寺」と改称）。その後、現在
に至るまで800年近くの長きにわたり、道元の教え

「只
し

管
かん

打
た

坐
ざ

」（ただひたすら坐禅に徹すること）を実践す
る厳しい修行の寺として知られます。同時に、永平寺
はその長い歴史のなかで多数の文化財を受け継いでき
ました。

ここでは、そうした文化財のなかから、まず、永平
寺開山・道元と道元ゆかりの高僧の肖像をご紹介しま

す。禅宗では、歴代の祖師や高僧の肖像画は「頂相
（ちんそう・ちんぞう）」と呼ばれます。弟子が師の教
えを嗣

つ
ぐこと（嗣法）の証のひとつともされ、重視され

ました。道元は頂相をもって嗣法とすることについて
は否定的だったと指摘されていますが、頂相の制作自
体は行っており、生前に自ら「賛」（絵画に添える文
章）を寄せた頂相も残されています（画像 1）。道元の
面影を今に伝える貴重な作品といえます。また、頂相
は、死後にも制作されました。法要で用いられたり、
堂内に安置されて守られています。道元をはじめ、ゆ
かりの高僧の肖像を通して、その存在を感じ、親しみ
を持っていただければと思います。あわせて道元の所
用品と伝えられる品々もご紹介します。
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画像1　絹本著色　道元禅師図像　建長元年（1249）
　　　  福井県指定文化財　宝慶寺蔵
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また、道元が修行の拠点として越前の地を選んだ背
景として、当時、越前で広まりをみせていた白山信仰
に着目します。近年の発掘成果から、道元が越前に来
た当時の山岳寺院の状況や、泰澄が開いた白山への登
拝口「越前馬場」として隆盛を誇った白山平泉寺につ
いて紹介します。

⒉ 教えに出会う～修行とくらし～
ここでは、 1章でご紹介した高僧の直筆資料が見ど

ころです。正しい坐禅を勧める「普勧坐禅儀」（画像 3　
道元自筆）はもちろん、道元の教えをまとめた「正法
眼蔵仏性」（永平寺二世懐

え
奘

じょう
筆写。重要文化財）のほか、

道元の直筆とされる資料や、筆跡に忠実な臨書資料な
ど を ご 紹 介 し ま す 。 ま た 、 教 え の な か か ら

「正
しょうぼうげんぞう

法眼蔵」の「洗面」 「洗浄（トイレの作法）」、「典
てん

座
ぞ

教
きょうくん

訓」の「調理」、「赴
ふしゅくはんぽう

粥飯法」の「食事」といった、
生活に関わる内容に着目します。第 1章の肖像画のイ
メージを念頭に、「あの方が書いた文字か」 「このよう

な教えを残されたのか」と実感していただければと思
います。

さらに、永平寺における現在の修行について、映像
や画像を用いて紹介します。作務（寺院内の労働全般）
をはじめ、洗面、食事、トイレ、入浴、睡眠まで、生
活すべての振る舞いに厳密な作法が定められている修
行の日々の一端をご覧いただければと思います。

あわせて、永平寺境内の建造物（重要文化財）につい
て、点群データ（※）による詳細な3次元画像でご覧いた
だきます（1階エントランスギャラリーにて）。
※点群：3Dレーザースキャナーで得られた「位置」と「色」の

情報を持った点を集めたもの

⒊ ほとけの姿
本章では、永平寺に伝わる鎌倉・南北朝時代の仏像

とともに、初公開となる山門上の羅漢像を含む江戸時
代の仏像をご紹介します。

まず、鎌倉時代（13世紀）の伽
が

藍
らん

神
じん

立像の 2躯は、禅

画像2　永平寺境内俯瞰画像（画像提供：永平寺）

画像3　国宝　普勧坐禅儀［部分］（永平寺蔵）：実物の展示は10月15日まで。17日以降は複製を展示。

画像4　点群データ3D画像（永平寺・清水建設共同調査　測量：T＆I ３D㈱）
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宗寺院に多く伝わる伽藍神像のなかでも古い例に当た
ります。特に 2躯のうち監

かん
斎
さい

使
し

者
しゃ

像は後ろ足を浮かせ
て前に走り出す、躍動感ある優れた出来映えの作で
す。次いで、南北朝時代（14世紀）の達磨大師坐像・
女神倚像・大

だい
権
げん

修
しゅ

利
り

菩
ぼ

薩
さつ

倚像〔大権修利菩薩倚像のみ
パネル展示〕は、曲がりの強い曲線の衣文など、院派
仏師の特色を示す点が注目されます。また、頭部は江
戸時代のものに替わるも、体部は南北朝時代に遡る毘
沙門天立像があります。抑揚ある体つきで、側面から
見て厚みのある、ずっしりと重量感のある造りが見ど
ころです。

それでは今回初公開となる永平寺山門上に安置され
る江戸時代の仏像をみていきましょう。現在の永平寺
山門は、七堂伽藍の中で最も古い寛延2年（1749）に再
建されたものです。 2階の羅漢堂には、宝

ほう
冠
かん

釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

坐像を中心に、善財童子・月
がつがい

蓋長者立像、迦
か

葉
しょう

・阿
あ

難
なん

立像、十六羅漢坐像、五百羅漢像が祀られています。
過去の展覧会では、五百羅漢像のうち鎌倉時代の 1躯
が出展されましたが、他像は未調査だったため、令和
5年から、山門上の仏像の全体調査を行っています。
調査の結果、宝冠釈迦如来坐像、善財童子・月蓋長者
立像、迦葉・阿難立像、十六羅漢像の21躯が、了慶

による延享2年（1745）頃の作であることと、五百羅漢
像が康傳・康朝作を含む18世紀後半以降の作である
ことがわかりました。本展では、十六羅漢像から 4躯
と、五百羅漢像から鎌倉時代の 1躯に加えて、江戸時
代の15躯を展示します。

十六羅漢坐像は、角張った肩に、体部の抑揚が控え
めで、奥行きがあります。耳の先の部分に膨らみをも
たせて、後方に反らせる点も特徴的です。制作者の了
慶は、鎌倉時代の運慶・快慶らの慶派仏師に連なる七
条仏師という一派から、江戸時代に分家した系譜の仏
師とみられます。今回出展する 4躯のうち第四蘇

そ
頻
びん

陀
だ

尊
そん

者
じゃ

像は、片手を頭上に振り上げる大きな動きのポー
ズが違和感なく仕上げられており、了慶が優れた仏師
であったことを思わせます。

五百羅漢像は、その一部に作者の名が記されている
ことが発見されました。これにより、五百羅漢像の多
くが、七条仏師の作とわかりました。銘文からは、七
条仏師30代・31代の康傳・康朝の名が確認されてい
ます。このほか、七条仏師の作とは作風を異にするが
出来の良い作や、これらの像とは全く異なる在地仏師
と思われる作も伝わっています。様々な仏師による多
様な造形の像があり、バリエーションの豊かさを感じ
られるかと思います。また、表情やポーズ、服制など
も各像で異なるアイデアに満ちた作です。像の背面に
寄進者の名が記されたものもあり、全国各地からの寄
進により造立されたこともうかがい知れます。

このように様々な時代の仏像を通して、永平寺にお
ける信仰のあり方や造像の様子を知っていただければ
と思います。

画像5　十六羅漢坐像　第四蘇頻陀尊者〔江戸時代〕（永平寺蔵） 画像6　五百羅漢坐像　康傳作〔江戸時代〕（永平寺蔵）

3No.70



特集「歴史の扉」～学芸員による福井新聞への寄稿④～

令和5年（2023年）9月23日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和5年（2023年）10月28日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

　令和3年度より、福井新聞に福井県の文化施設の職員が寄稿しています。福井県立歴史博物館の学芸員は、新聞に月
に1回掲載される「歴史の扉」欄で、日々の調査の中で気がついた面白いこと、楽しいことなどを執筆しています。福井
新聞社より「歴史の扉」の画像提供とご協力を得て、過去に掲載された「歴史の扉」を紹介させていただきます。
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令和5年（2023年）11月18日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和5年（2023年）12月23日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

特集　「歴史の扉」～学芸員による福井新聞への寄稿～④
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令和6年（2024年）1月27日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和6年（2024年）2月24日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

特集　「歴史の扉」～学芸員による福井新聞への寄稿～④
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令和6年（2024年）3月23日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和6年（2024年）4月27日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

特集　「歴史の扉」～学芸員による福井新聞への寄稿～④
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博物館日誌   （令和6年3月～令和6年8月）

⃝9日㈯
企画展「福井県立歴史博物館　珠玉の文化財」スタート（5月
6日まで）

⃝16日㈯
北陸新幹線　金沢・敦賀間開業
ふくい歴博講座「地名『九頭竜川』と『黒竜川』」

⃝4日㈭・5日㈮
永平寺文化財調査

⃝12日㈮
坂井市龍翔博物館　来館（資料借用）

⃝20日㈯
ふくい歴博講座「古代の史料からみた越前・若狭の産物」

⃝22日㈪
福井大学留学生　団体見学

⃝26日㈮
多言語音声ガイド　スタート
武生南小学校３年　団体見学

⃝2日㈭
加賀市分校小学校3、4年生　団体見学

⃝5日（日祝）
ミュージアム・サポーターズクラブ主催「体験！昭和のあそ
び～春編～」

⃝8日㈬
岐阜市歴史博物館　来館（資料調査）
⃝9日㈭
写真展「結城秀康ゆかりの史跡」スタート（9月16日まで）
永平寺文化財調査

⃝12日㈰
愛知県立大学　団体見学

⃝15日㈬
府中市美術館　来館（資料返却）

⃝17日㈮
国高小学校3年生　団体見学

⃝22日㈬
館内メンテナンスのため休館（5月31日まで）

⃝2日㈰
永平寺文化財調査・撮影
⃝3日㈪
宝慶寺文化財調査・撮影
⃝4日㈫
北信越博物館協議会総会
明新小学校4年生　団体見学

⃝5日㈬
生涯学習・文化財課　来館（資料調査）　※6月6日まで

⃝6日㈭
東郷小学校6年生　団体見学

⃝13日㈭
坂井市龍翔博物館　来館（資料返却）

⃝20日㈭
富山大学学生　来館（資料調査）

⃝28日㈮
福井県博物館協議会総会

⃝2日㈫
こども歴史文化館　来館（資料借用）
⃝5日㈮
一乗谷朝倉氏遺跡博物館　来館（資料借用）
⃝10日㈬
生涯学習・文化財課　来館（資料調査）　※7月12日まで
金沢美術工芸大学　来館（オープン収蔵庫撮影）
⃝11日㈭
昭和のくらし模様替え（夏）
⃝20日㈯
特別展「「天下人の子」　結城秀康と一族・家臣」開会式・内
覧会・オープン（8月25日まで）
⃝27日㈯
特別展「「天下人の子」　結城秀康と一族・家臣」展示解説

⃝3日㈯
特別展「「天下人の子」　結城秀康と一族・家臣」記念トーク
イベント「結城秀康を再考する」
⃝16日㈮
博物館実習（8月20日まで）
⃝17日㈯
特別展「「天下人の子」　結城秀康と一族・家臣」展示解説
⃝18日㈰
ミュージアム・サポーターズクラブ主催「体験！昭和のあそ
び～夏編～」
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［編集・発行］

福井県立歴史博物館
〒 910-0016	福井市大宮 2-19-15　TEL.0776-22-4675 ㈹
https://www.pref.fukui.lg.jp/muse/Cul-Hist/

開催期間：令和6年9月21日㈯～11月4日（月祝）
	 　※会期中休館日：10月16日㈬
観 覧 料：一般400円　大学・高校生300円	
	 　小中学生・70歳以上の方200円
	 　※20名以上の団体は2割引
※会期・内容は、予告なく変更される場合があります。	
公式サイトなどで最新の情報をご確認の上、ご来館ください
ますようお願い申し上げます。

秋季特別展

「越前の禅文化」
ー大本山永平寺の文化財を中心にー

ミュージアム・サポーターズクラブ主催「体験！昭和のあそび～春編～」
（令和6年5月5日）


